
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
縁部領域（ 14,15,16）が、実質的に切り欠きを画成すると同時に天窓の如き屋根貫通装置
の主枠構造体の側部部分（ 3,4）の外表面に相互に隣接して取着されるフランジ部分（ 9,1
0）を備え、
該フランジ部分を除いた部分が、互いに隣接する前記屋根下地材（ 5,6）に接続するため
に、前記主枠構造体と実質上平行に延びている底部部分（ 12）及びその両側に形成された
側部部分（ 11,13）を斜めのコーナー接合部を介して一体に溶着された３つのフイルム要
素から構成され、かつ、
前記側部部分が、前記底部部分（ 12）に対して同一平面上において垂直に延びている、
全体をプラスチックフイルム材料から作られた切り欠きを中央に有するＵ形状の平面輪郭
を形成している取り付けカラー（ 7,8）の製造方法において、
プラスチツク材料から成る２枚の長尺フイルム（ 17）を互いに重ね合わせて互いに平行に
伸びる両側縁部を同じ高さに一致させ、
前記主枠構造体の横幅に対応する間隔を置いて重ね合わせた２枚の前記長尺フイルム（ 17
）を長さ方向に沿って横断方向に伸びる２箇所の継ぎ目（ 18,19）を形成するために溶着
し、
前記継ぎ目（ 18,19）が、前記フランジ部分（ 9,10）を形成する縁部領域（ 14,15,16）を
横切って、前記側縁部に対して垂直に延びる縁部分（ 18a,19a,;18a',19a'）と隣接する他
方の溶着継ぎ目の斜めの部分と平行な前記側縁部間に延びる斜めの部分（ 18b,19b）から
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成る溶着部分を有し、
一方の継ぎ目（ 18）の前記溶着部分における縁部分（ 18a）が、前記長尺フイルム（ 17）
の一方の側縁部から垂直方向に伸びており、他方の継ぎ目（ 19）の縁部分（ 19a）が、前
記長尺フイルムの他方の側縁部から垂直方向に伸びており、
前記継ぎ目（ 18,19）の溶着部分に沿って延びる切断線（ 22）に沿って前記長尺フイルム
を切断することにより、前記取り付けカラーを切り離し、
前記取り付けフランジをＵ形状の平面輪郭に成形するために、一方及び他方の前記継ぎ目
（ 18,19）の実質上中間位置で前記側縁部に対して垂直な切断線（ 20）に沿って前記長尺
フイルム（ 17）の一方を切断し、
次いで、切断された２つのフイルム片を前記継ぎ目を中心に左右に展開することにより前
記フイルム要素の側部部分（ 11,13）を形成する、各工程から成ることを特徴とする取り
付けカラーの製造方法。
【請求項２】
少なくとも前記フイルム要素の側部部分（ 11,13）の取着フランジを形成している縁部領
域（ 14,16）に、泡状にエンボス加工された突起列が形成されていることを特徴とする特
許請求の範囲第１項に記載の取り付けカラーの製造方法。
【発明の詳細な説明】
〔技術分野〕
本発明は、外部屋根被覆、該外部屋根被覆の下に配置された柔軟な比較的薄いプラスチツ
クフイルム材料からなる屋根下地材および実質上矩形の主枠構造体を有する天窓のごとき
屋根貫通装置を備えた屋根構造の取り付けカラーの製造方法に関するものである。
〔背景技術〕
従来技術において水切り部材の種々の構造が記載された種類の屋根装置と外部屋根被覆材
料との間に水密継手を設けるように示唆された。
従って、アメリカ合衆国特許第 4655409号から２部分ピツチパン構体が知られ、各部分は
屋根装置への取着のための比較的堅固な内壁部分および屋根材料を接合するための柔軟な
外方部分を有する突出フランジ部分を備えた略Ｕ形状輪郭を有する。ピツチパン構体は金
属からまたはネオプレンのごとき合成ゴムまたはその厚さを変えることにより固くまたは
比較的柔軟に作られ得るエラストマプラスチツクから成形により作られることができる。
アメリカ合衆国特許第 4700512号から建物基礎、棚板アングルおよび屋根の内側または外
側隅部での石積み建築において一般的に使用するためのプラスチツクフイルムの柔軟な１
部片水切り膜が知られ、これは隅部のまわりを包む中央垂直部分、隅部に後方に延びてい
る頂部の平らな部分および建物基礎上に前方に延びる底部の平らな部分を包含する。
吹き振りの雨、吹き寄せ雪または多分凝縮された水が湿気損傷を生じるのを防止するため
に、屋根下地材が屋根構造の木摺りと垂木との間に配置される、多分補強されたプラスチ
ツクフイルムからなる場合に、この屋根下地材は屋根タイル、スレート、または波形アス
ベストセメントシートから作られる傾斜屋根の下に一般に置かれる。
プラスチツクフイルムの長さとして供給される通常の屋根下地材製品によれば、屋根表面
、例えば天窓、煙突、または他の屋根装置の主枠構造を通り抜ける屋根装置への屋根下地
材のフイルムの十分に密封された接合を達成するためにはかなりの努力が要求される。装
置はかくして時間を消費しかつ高価となる。
この問題を克服するために、本発明は、天窓のごとき屋根貫通装置と屋根下地材との間の
密封により定義される種類の屋根構造に用いられる取り付けカラーの製造方法を提供する
ことを目途とし、前記密封は製造が安価でかつ取り付けが簡単である一方、同時に現存す
る屋根または新たな建物に天窓または他の屋根装置を取り付ける両方の場合において、屋
根下地材への最適密閉接合を保証する。
〔発明の開示〕
本発明は、工業用多量生産に適する、取り付けカラーの製造方法に関する。
本発明によれば、この方法は、縁部領域が、実質的に切り欠き画成すると同時に天窓の如
き屋根貫通装置の主枠構造体の側部部分の外表面に相互に隣接して取着されるフランジ部
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分を備え、該フランジ部分を除いた部分が、互いに隣接する前記屋根下地材に接続するた
めに、前記主枠構造体と実質上平行に延びている底部部分及びその両側に形成された側部
部分を斜めのコーナー接合部を介して一体に溶着された３つのフイルム要素から構成され
、かつ、前記側部部分が、前記底部部分に対して同一平面上において垂直に延びている、
全体をプラスチックフイルム材料から作られた切り欠きを中央に有するＵ形状の平面輪郭
を形成している取り付けカラーの製造方法において、プラスチツク材料から成る２枚の長
尺フイルムを互いに重ね合わせて互いに平行に伸びる両側縁部を同じ高さに一致させ、前
記主枠構造体の横幅に対応する間隔を置いて重ね合わせた２枚の前記長尺フイルムを長さ
方向に沿って横断方向に伸びる２箇所の継ぎ目を形成するために溶着し、前記継ぎ目が、
前記フランジ部分を形成する縁部領域を横切って、前記側縁部に対して垂直に延びる縁部
分と隣接する他方の溶着継ぎ目の斜めの部分と平行な前記側縁部間に延びる斜めの部分か
ら成る溶着部分を有し、一方の継ぎ目の前記溶着部分における縁部分が、前記長尺フイル
ムの一方の側縁部から垂直方向に伸びており、他方の継ぎ目の縁部分が、前記長尺フイル
ムの他方の側縁部から垂直方向に伸びており、前記継ぎ目の溶着部分に沿って延びる切断
線に沿って前記長尺フイルムを切断することにより、前記取り付けカラーを切り離し、前
記取り付けフランジをＵ形状の平面輪郭に成形するために、一方及び他方の前記継ぎ目の
実質上中間位置で前記側縁部に対して垂直な切断線に沿って前記長尺フイルムの一方を切
断し、次いで、切断された２つのフイルム片を前記継ぎ目を中心に左右に展開することに
より前記フイルム要素の側部部分を形成する、各工程から成ることにより特徴付けられる
。
屋根構造の垂木要素に主枠構造に固定される取り付けブラケツトを取り付けることにより
通常行われる、天窓の主枠構造を取り付けるとき、主枠構造は取り付けの前後に、主枠構
造の、それぞれ頂部部分および底部部分に、かつ主枠の隣接する側部部分の１部分に取着
される、かかるＵ形状の取り付けカラーを備えている。頂部で取り付けカラーはその場合
に困難なく屋根下地材の現存する上方に横たわっている長さの下に挿入されることができ
る一方、底部で取り付けカラーは屋根下地材の現存する下方に横たわっている長さの頂部
に取り付けられ得る。
窓の主枠構造への取り付けの間中、取り付けカラーは接着、テーピングまたはステープル
留めにより主枠部材に取着され得る。
非常に簡単な設計の結果として、本発明による取り付けカラーは単一標準サイズにより異
なる寸法付けの屋根装置、例えば一連の天窓内で異なるサイズの主枠構造を有する天窓に
適合させられ得る。
かかる簡単化および製造価格の減少は前記底部部分にプリーツを付けることによって、よ
り小さい主枠幅へ適合させるために前記一連の天窓内で天窓の最大の発生する主枠幅に対
応するように寸法付けられているＵ形状の平面輪郭の底部部分の長さを有する取り付けカ
ラーを製造することにより達成され得る。
本発明を以下に、添付の略図を参照にして、より詳細に説明する。
〔発明を実施するための最良の形態〕
第１図に示される天窓のための主枠構造は、実質上矩形に組まれた頂部部分１および底部
部分２、加えて側部部分３および４からなりかつ側部部分３および４は、不図示の取り付
けブラケツトに固着されて通常の方法に従って傾斜屋根に取り付け可能に設計されており
、主枠構造の側部部分３および４を固着したブラケットは、図示していない屋根構造の垂
木要素に同様に固着される。
屋根構造の垂木要素に対して垂直方向に沿って取り付けられたフイルム状の複数の細長い
帯片で形成された屋根下地材５および６相互の密封接合を行うために、２つの取り付けカ
ラー７および８が主枠構造に取着される。取り付けカラー７および８の各々は、全体に同
一平面において実質上Ｕ形状に形成されたフイルム要素からなり、この要素の縁部領域が
Ｕ形状の中央の切り欠きを各々画成するフランジ部分９および 10を備えており、それによ
り取り付けカラー７及び８は、主枠構造の頂部部分１およびそれに両側に隣接する側部部
分３および４の上方部分に、かつ主枠構造の底部部分２およびその両側に隣接する側部部
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分３および４の底部部分にそれぞれ取着される。
取り付けカラーは、例えば編組された繊維ガラス糸で補強されたポリエチレンフイルムの
如き通常の屋根下地材と同じ形態のフイルム材料から作られている。取り付けカラーのフ
ランジ部分９および 10の図示された主枠構造への取り付けは粘着テープによる貼り付けま
たはステープル針の打ち込みによって行われる。
取り付け作業中、頂部取り付けカラー７は主枠構造用開口が切り取られた屋根下地材５の
下部側において挿入され、そして例えば粘着テープによってカラーの内側が貼着され、一
方、底部取り付けカラー８は主枠構造用開口が切り取られた下方に並置された屋根下地材
６の上部側に取り付けられる。
底部取り付けカラー８に明瞭に示されているように、好適な実施例のカラーは３つのフイ
ルム要素 11,12および 13からなり、これらはともに溶着されかつ側部部分 11および 13が底
部部分 12に対して実質上直角方向に伸びるように配置されている一方、フランジ部分 10は
３つのフイルム要素 11,12および 13の上方に向けて折り曲げられた縁部領域 14,15および 16
により形成されている。
取り付けカラー７及び８は、第２図において示されるように、２枚の重なり合った長尺フ
イルム 17の当接側縁部を上方から横断方向に溶着することにより簡単にかつ安価に製造す
ることが可能である。各取り付けカラーに関して２つの溶着された継ぎ目 18および 19はそ
れぞれ長尺フイルム 17の長さ方向側縁部に対して垂直に伸びる比較的短い縁部分 18aおよ
び 19aと、それぞれ短い縁部分に接続されかつ完成された取り付けカラーのコーナー接合
部として規定された角度に対応する長尺フイルムの長手方向軸線に対して成す角度、すな
わち実際には 45゜を画成する斜めに延びる部分 18bおよび 19bとから成る。溶着された継ぎ
目の斜めに延びる部分 18bおよび 19bは、上記した長さ方向側縁部に対向する側縁部で縁部
領域において、溶着された継ぎ目 18aおよび 19aの長さに対応する間隔長さを保つ非溶着部
分で終端する。
このように溶着が完了した長尺フイルム 17からＵ形状の取り付けカラーを製造するには、
２つの継ぎ目 18および 19の対称軸線である一点鎖線 20に沿って長尺フイルム 17の一方を横
断方向にその都度切断することにより実施され、その後、切断された２つのフイルム片は
、取り付けカラーの側部部分 11および 13を設けるために、溶着された継ぎ目 18および 19に
沿って折り返すことにより展開される。
次の工程として実施される、溶着された継ぎ目部分 18aおよび 19aにより規定される長尺フ
イルム 17の長さ方向に沿った縁部領域を上向き方向へ折り曲げることにより、第４図に示
されるように、取り付けカラー７および８のフランジ部分９及び 10を構成する縁部領域 14
,15および 16が製造される。
製造の間中、横断方向に溶着された継ぎ目 18および 19は、長尺フイルム 17の重なり合う長
さが、例えば第２図の矢印 21により示される方向にかつ窓枠構造の所定の幅に対応する溶
着された継ぎ目間の切断間隔を維持しつつ搬送されるので取り付けカラーは連続して製造
される。
溶着された継ぎ目 18および 19の各々において斜めに延びる部分が２つの平行な溶着された
継ぎ目 18b,18b'および 19,19b'をそれぞれ備え、一方長尺フイルムの長さ方向に沿って対
向する２つの縁部領域において、２つの平行に溶着された斜めに延びる前記した継ぎ目の
それぞれ一方および他方の延長部に短い溶着された継ぎ目部分 18a,18a'および 19a,19a'が
設けられる。
溶着後、個々の取り付けカラーが、平行に溶着された各継ぎ目、例えば 18b,18b'間にかつ
側縁部 18aおよび 18a'に対して垂直な溶着された継ぎ目と平行に延びる切断線 22に沿って
切断されることにより長尺フイルム 17から分離され、その結果、第３図に示される要素が
得られ、さらに、この要素の対称軸線である一点鎖線 20に沿ってフイルム 17の長さの一方
を切断することによりから個々の取り付けカラーが得られる。
本発明の取り付けカラーの製造方法による取り付けカラーの１つの設計によれば、主枠サ
イズを変更することにより一連の主枠構造の最大幅に対応する寸法に適合するように製造
されるのであるが、単一標準サイズを取り付けカラーの底部部分に対応するフイルム要素
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12及びその縁部領域 15において、第１図に示したようにプリーツ 23を設けることが提案さ
れる。このプリーツ 23により、本発明の取り付けカラーの製造方法による取り付けカラー
は、より小さい主枠幅に適合させることが可能となる。
上記および第２図および第３図の例示において明らかなように、さらに上記設計によれば
、継ぎ目 18および 19が交互に逆方向に位置付けられておりかつ長尺フイルム 17の長さ方向
に沿って重なり合ったままの状態で、取り付けカラーが線 22に沿って連続的に切断される
ので、廃棄される余分な材料を全く生ずることの無い製造が可能であるという利点を結果
として生じる。
主枠構造周りに一定の通気性を確保して取り付けカラーの密閉取着による主枠構造自体の
湿気による老朽化の危険を回避するための対策として、主枠構造に取着されるフランジ部
分９および 10には、主枠構造に多数の点でこれらフランジ部分をステープル留めが可能な
ように、少なくとも主枠構造の側部部分３および４と接触する部分において、泡状にエン
ボス加工された突起列が穿設されている。上述した製造方法に関連して、かかるエンボス
加工は、重なり合った長尺フイルム 17のそれぞれの取り付けカラーの頂部、即ち、縁部領
域 14,15,16において突起列が形成されかつ記載した横断方向の継ぎ目 18,19が溶着されて
接合される前に、重なり合ったままの長尺フイルム 17の長さ方向に沿って形成される。
【図面の簡単な説明】
第１図は、本発明の取り付けカラーの製造方法による取り付けカラーを備えた屋根構造を
示す概略図。
第２図は、屋根構造に使用する取り付けカラーの製造方法における第１の工程を示す略図
。
第３図は、第２図と同様の図で、第２の工程を示しており、取り付けカラーが長尺フイル
ムから対を成して切り離された状態を示す。
第４図は、本発明による取り付けカラーの製造方法において第３の工程において個々に切
り離された取り付けカラーを示す略図である。
符号の説明
１…頂部部分、
２…底部部分、
３…側部部分、
４…側部部分、
５…屋根下地材、
６…屋根下地材、
７…頂部取り付けカラー、
８…底部取り付けカラー、
９…フランジ部分、
10…フランジ部分、
11…フイルム要素、
12…フイルム要素、
13…フイルム要素、
14…縁部領域、
15…縁部領域、
16…縁部領域、
17…フイルム、
18…継ぎ目、
19…継ぎ目、
20…一点鎖線（切断線）、
21…矢印。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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